






PDF















キャリア段位制度・実証事業の外部評価について（検討中の案） 

 

 

１ 外部評価の対象 

○  東京都及び千葉県のみで実施。 

○  各都県、特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、訪問介護（デイサービス

またはグループホームとセット）の３類型毎に２か所の目安で、各都県６か所、

合計１２か所で実施（対象については調整中）。 

 

 

２ 外部評価の時期（予定） 

○ ２月中旬 

 

 

３ 外部評価の目的 

○  内部評価において、評価者の行った評価が、評価基準により定められた評価

方法に基づき、適正に行われているかを確認する。 

 

 

４ 外部評価の手順 

（１）書類審査（書類の事前提出） 

  ○ 実証事業の対象となった被評価者全員の期末評価シートについて、事業委託

先において書類上の記載漏れ等についてチェック後、評価者及び被評価者を無

作為抽出し、事業所・施設と調整。 

＜評価者＞ 

レベル１～３、レベル４について各１名、計２名 

※レベル１～４を一人の評価者が評価している場合は１名 

＜被評価者＞（抽出された評価者が評価した被評価者から抽出） 

レベル１～３について２名、レベル４について１名、計３名 

○ 抽出した被評価者に係る期末評価シートに事前に読み込み、問題点のチェッ

ク等を行う（評価の参考とした記録の有無、判断の根拠となる被評価者の対応

と評価の間に齟齬がないか等）。 

 

（２）訪問調査（半日目途） 

① 評価者からヒアリング 

○ 抽出した評価者から、定められた評価方法に従って評価が行われたかどう

か聞き取り確認（評価の根拠となった記録については予め準備）。 

 

 

参考資料１－２



○ 具体的には、評価方法に応じ、次のような点を確認。 

＜期中から期末の間に１回評価＞ 

現認を行った対象者等が適切かを確認（実際に記録されている対象者を確認

する等）。 

＜対応すべき事態や「状況の変化」が起こった場合＞ 

いつどのようなことが起こって、どのように対応したのか、それをどのよ 

うに評価したのかを確認。 

   ＜日頃の対応を観察＞ 

どのような対応をどのように評価したのかを確認。 

＜記録確認＞ 

どの記録の記載に基づいて、なぜそう評価したかを聞き取りにより確認。 

＜ヒアリング＞ 

どのようなヒアリング内容をどのように評価したかを確認。 

② 被評価者を観察 

レベル１～３の被評価者１人について、「現認」による評価を行ったチェ

ック項目について、当日確認できる範囲で介護の様子を観察。 

その際、介護対象の利用者の同意を得ることとする（特に訪問介護）。 

 

（３）評価結果  

今回は本格実施ではないことから、どのような評価実施上の問題点があるか洗

い出しを行うのみに留める。 

※本実施の場合のイメージ（実証事業後に検討） 

① 総合評価結果 

適切に実施できているｏｒ改善を要するｏｒ施設・事業所全体文は特定の

評価者について、評価のやり直しを求める 

②  講評 

評価者に係る疑問、問題点等（非難・批判のためでなく改善を促す観点で） 

③  評価方法、評価結果等について、評価結果を維持できないような根本な問

題がある場合は、上部の外部評価を扱う委員会（Ｐ）で検討し、詳細調査の

指示、評価のやり直し等を指示する。 

 

 

５ 外部評価の体制 

  実証事業であるため、外部評価機関のほか、ＷＧの委員等の参加を検討。 

 

 

６ 外部評価機関 

○ 内部評価の評価者と同等以上の介護経験・知識がある者を有する機関に依頼す

ることとし、具体的には、福祉の第三者評価機関及び介護保険の情報公開に係る

調査機関に依頼する（機関については調整中）。 


